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昨
年
、
ジ
ブ
リ
美
術
館
の
オ
U
プ
ン
を
記

念
し
て
始
ま
っ
た
、
美
術
館
を
中
心
と
し
た

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
市
民
に
よ
る

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
「
三
鷹
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
11
月
17
日
（
本
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
４
時
、
井
の
頭
公
園
西
園
（
ジ
ブ
リ
美
術

館
隣
）
・
風
の
散
歩
道
で
。
雨
天
中
止
。

◆
三
鷹
の
森
音
楽
祭

市
民
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
音
楽
・
歌
、
四
小
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
、
斉

藤
こ
ず
恵
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
U
ト
ほ
か
。

◆
三
鷹
の
森
絵
画
展

「
三
鷹
の
森
」
を
イ

メ
U
ジ
し
て
市
内
の
幼
稚
園
児
〜
高
校
生
が

描
い
た
作
品
を
展
示
。

◆
昔
遊
び
コ
U
ナ
U

昔
懐
か
し
い
紙
ヒ
コ

U
キ
、
ベ
U
ゴ
マ
、
ケ
ン
玉
、
紙
芝
居
な
ど
。

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
U

三
鷹
駅
南
口
か
ら
風

の
散
歩
道
沿
い
に
、
三
鷹
ゆ
か
り
の
作
家
・

太
宰
治
、
山
本
有
三
、
三
木
露
風
、
武
者
小

路
実
篤
の
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ま

す
。
ゴ
U
ル
し
た
人
に
抽
選
で
ジ
ブ
リ
美
術

館
の
招
待
券
や
ジ
ブ
リ
グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

▼
直
接
会
場
へ
。
雨
天
の
と
き
の
問
い
合
わ

せ
は
三
鷹
商
工
会
ò
49
―
３
１
１
１
へ
。

く
わ
し
い
内
容
はhttp://w

w
w
.for-

est.m
itaka.ne.jp/

で
。

三
鷹
市
立
の
小
・
中
学
校
（
小
学
校
15

校
・
中
学
校
７
校
）
全
校
で
今
年
度
、
司
書

が
配
置
さ
れ
た
学
校
図
書
館
の
整
備
事
業
が

完
了
し
ま
す
。
三
鷹
の
学
校
図
書
館
を
考
え

る
会
（
会
員
100
人
）
・
三
鷹
市
文
庫
連
絡
会

（
会
員
80
人
）
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て

「
読
書
応
援
団
養
成
講
座
〜
本
で
遊
ぶ
　
本

を
遊
ぶ
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
市
民
団
体
は
、
市
が
平
成
７

年
に
学
校
図
書
館
の
整
備
に
着
手
す
る
以
前

か
ら
、
子
ど
も
の
読
書
と
学
校
図
書
館
の
役

割
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
を
重
ね
、
現
在
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
い
く
つ
か
の
学
校
の

図
書
館
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
49
年
に
発
足
し
た
「
三
鷹
市
文
庫
連

絡
会
」
は
、
子
ど
も
が
本
に
親
し
み
、
読
む

楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
と
、
地
域
で

読
み
聞
か
せ
や
絵
本
な
ど
の
貸
し
出
し
を
行

う
「
地
域
・
家
庭
文
庫
」
（
現
在
14
カ
所
）

が
集
ま
っ
た
も
の
。
こ
の
連
絡
会
が
学
校
図

書
館
に
着
目
し
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
多
様

化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
る
子
ど
も

の
「
読
書
離
れ
」
が
ク
ロ
U
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
た
平
成
２
年
ご
ろ
の
こ
と
で
し
た
。
市

立
小
学
校
教
育
研
究
会
図
書
館
研
究
部
会
の

先
生
方
と
の
交
流
や
全
小
学
校
へ
の
ア
ン
ケ

U
ト
調
査
な
ど
を
通
し
て
、「
学
校
の
先
生

が
ク
ラ
ス
の
担
任
を
し
な
が
ら
図
書
館
を
運

営
す
る
の
は
困
難
な
た
め
、
図
書
館
が
十
分

活
用
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の
実
態
を
把
握

し
た
り
、
当
時
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
学
校

図
書
館
に
専
任
を
置
い
て
い
た
岡
山
市
の
状

況
を
調
査
し
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
は
メ
ン
バ
U
有
志
が
「
三
鷹

の
学
校
図
書
館
を
考
え
る
会
」を
発
足
さ
せ
、

図
書
館
に
司
書
を
配
置
す
る
署
名
活
動
を
行

い
、
請
願
を
提
出
。
翌
年
、
請
願
は
市
議
会

で
満
場
一
致
で
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
近
年
で
は
他
市
の
講
演
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
る
な
ど
活
動
の
輪
を
広

げ
る
一
方
、
市
内
で
完
成
し
た
学
校
図
書
館

で
は
、
一
部
の
学
校
に
メ
ン
バ
U
が
読
み
聞

か
せ
や
語
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
る
な

ど
、
引
き
続
き
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

「
整
備
さ
れ
た
図
書
館
で
は
利
用
や
貸
出

が
大
幅
に
増
え
、
図
書
の
活
用
の
さ
れ
方
に

も
見
違
え
る
よ
う
な
変
化
が
始
ま
っ
た
よ
う

で
す
」
と
、
事
務
局
の
高
橋
由
紀
子
さ
ん
。

今
回
開
催
す
る
講
座
は
、「
今
後
、
新
し
い

図
書
館
が
、
も
っ
と
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に

本
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
け
た
ら
」
と
願
う

同
会
が
企
画
す
る「
読
書
応
援
団
養
成
講
座
」

で
す
。
み
な
さ
ん
も
会
場
で
ご
一
緒
に
、
子

▽
11
月
30
日
—
・
12
月
１
日
À
、
芸
術
文
化

セ
ン
タ
U
で
。

◇
星
の
ホ
U
ル
（
11
月
30
日
—
）

fl
講
演
「
ス
ズ
キ
コ
U
ジ
の
旅
と
絵
本
」

（
午
前
10
時
〜
正
午
、
講
師
は
絵
本
作
家
ス

ズ
キ
コ
U
ジ
さ
ん
）、
‡
講
演
「
図
書
館
の

め
ざ
す
も
の
〜
み
ん
な
で
支
え
る
図
書
館
」

（
午
後
２
時
〜
４
時
、
講
師
は
図
書
館
情
報

大
学
名
誉
教
授
・
竹
内
　
さ
ん
）。
·
情
報

交
流
会
（
午
後
４
時
か
ら
）。

※
fl
‡
は
参
加
費
各
250
円
。

◇
展
示
室
（
11
月
30
日
—
・
12
月
１
日
À
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
（
１
日
は
午
後
４
時
ま

で
））fl

ス
ズ
キ
コ
U
ジ
氏
絵
本
原
画
展
（
30
日

正
午
か
ら
サ
イ
ン
会
）、
‡
三
鷹
の
学
校
図

書
館
紹
介
パ
ネ
ル
展
、
·
「
万
華
鏡
を
作
っ

て
遊
ぼ
う
」
（
30
日
—
午
後
２
時
〜
４
時
。

児
童
対
象
、
先
着
50
人
。
工
作
実
費
300
円
）。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
松
村
宅
ò
03
―
６
７
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―
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４

三
鷹
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
2

Õ2001スタジオジブリ

「
三
鷹
の
森
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

本日
開催

ど
も
（
お
と
な
も
）
と
本
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
読
書
応
援
団
養
成
講
座

２
０
０
２

「
本
で
遊
ぶ

本
を
遊
ぶ
」

学
校
図
書
館
が
全
校
に

読
書
応
援
団
養
成
講
座

祝

●電話予約
芸術文化センターò47―5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※発売日初日は電話での予約のみ

で窓口販売は行いません。
●販売時間 10:00～19:00
●休館日 月曜日
●プレイガイド
チケットぴあò03―5237―9999

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、より良い席
が入手可能です。また、発売日前に
情報誌が届きますので、公演情報を
漏れなく知ることができます（年会
費2,000円）。くわしくは芸術文化セ
ンターò47―5122へ。

12月１日À15:00開演
全席指定／一般Ｓ＝3,500
Ａ＝2,500 学生＝1,800
会員Ｓ＝3,150 Ａ＝2,250
曲目／J.S.バッハ＝ブゾーニ：シャ
コンヌ、ベートーヴェン：ピアノ・
ソナタ第30番ホ長調、ブラームス：
３つの間奏曲
若手ピアニストの中でトップの存

在であるエレーヌ・グリモー。数あ
るコンクールにはひとつも参加せず
に15歳ですでに最初のディスクを発
表し、自然の中で暮らして現在アメ
リカでオオカミの研究も行っている
彼女は、音楽界でも個性的な魅力を
放っています。天性の卓越した技巧
と情熱的な演奏をご堪能ください。

12月７日—18:30開演
全席指定／会員＝3,600円
一般＝4,000円　学生＝2,000円
出演／沼尻竜典（指揮）大倉由紀枝
（ソプラノ）栗林朋子（アルト）藤
川泰彰（テノール）木村俊光（バリ
トン）トウキョウ・モーツァルトプ
レーヤーズ（管弦楽）ＴＭＰ第九合
唱団　ほか

恒例、沼尻竜典＆ＴＭＰの年末は、
ベートーヴェンの第九で締めくくり
ます。ソリストには実力派歌手を、
また今回は合唱団も二期会の会員を
中心としたプロの歌手を集めて特別
に編成します。18:30からみたかジ
ュニア・オーケストラによるプレ・
コンサートもあります。

12月14日—17:00開演
全席指定／
会員＝3,600 一般＝4,000
高校生以上の学生＝3,000
５歳以上中学生以下＝2,000
※５・６歳のお子さんとご同伴の

方は、１階後方の家族席のチケット
をお求めください。
※４歳以下のお子さんのご入場は

ご遠慮願います。

出演／リチャード・ストルツマン
（Cl）、ルーシー・ストルツマン（Vn）、
ピーター・ジョン・ストルツマン
（ピアノ）
曲目／ガーシュイン『アイ・ガッ
ト・リズム』、ディズニー映画「ピ
ノキオ」より『星に願いを』、「ライ
オン・キング」より『愛を感じて』
『ホワイト・クリスマス』ほか　
グラミー賞を２回受賞している卓

越した奏者であるストルツマンの一
家は、全員が演奏家です。
今回は、一家のトリオでクリスマ

ス・ソング、ディズニー映画やミュ
ージカル・ナンバーなど、アメリカの
クリスマスムードがたっぷり。スト
ルツマン家の心あたたまる音楽の贈
り物をご家族、お友達と一緒にお楽
しみください。

ウィークエンド・マチネ・シリーズ12

２月23日À14:00開演
全席指定／会員＝2,000
一般＝2,500 学生＝1,300
※終演後の交流パーティ（定員40

人・要予約）＝3,000
出演／トウキョウ・ウインズ（岩佐
和弘[Fl] 和久井仁[Ob] 赤坂達三
[Cl] 藤田旬[Fg] 小川正毅[Hr]）、
田中靖人（Sax）、白石光隆（ピアノ）
曲目／ダマーズ：17の変奏曲、ミヨ
ー：スカラムーシュ、フランセ：恋

人たちのたそがれ、ビゼー（長生淳
編曲）：アルルの女　ほか
ソロ・クラリネット奏者としても

人気の赤坂達三ら、日本を代表する
若手管楽器奏者たちによる数少ない
木管五重奏団のひとつ「トウキョ
ウ・ウインズ」。そこに、トルヴェ
ール・クァルテットのメンバーとし
て活躍中の田中靖人（Sax）と、幅
広く活動を続けているピアニスト、
白石光隆が加わった今回の演奏会。
美しい木管楽器のとけ合う音色と、
それを支えるピアノの澄んだ音色の
織りなすハーモニーを存分にお楽し
みいただけけます。

11月24日À14：00
全席指定／会員＝1,800
一般＝2,000 小・中学生＝1,000
出演／柳家喬太郎・柳家喬之助（落
語）、林家二楽（紙切り）、大田その
（お囃子）ほか
子ども向けにアレンジした落語の

ほか、紙切りや、落語のお囃子につ
いての説明や実演などで、昔ながら
の「寄席」の楽しみをお伝えしま
す。
※親子向けですが、対象年齢は小

学生以上です。未就学のお子さんの
ご入場はご遠慮ください。

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

★印の公演は託児サービスがあ
ります。１回500円、対象:１歳半
～未就学児、定員10人、要予約。

芸術文化センター風のホール

★エレーヌ・グリモー
ピアノ・リサイタル

★沼尻竜典＆ＴＭＰ28
ベートーヴェン：第九交響曲

★リチャード・ストルツマンの
ホワイトクリスマス

★ぼくもわたしも寄席で大笑いé
その３

芸術文化センター星のホール

大倉由紀枝　　　 木村俊光

★トウキョウ・ウインズVS
田中靖人VS白石光隆

学校図書館を考える会と文庫連絡会が記念イベント開催

毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
て
子
ど
も
と
接

す
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
お
父
さ
ん

が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で
、
も
っ

と
父
親
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
企

画
が
三
鷹
商
工
会
の
部
会
の
一
つ
、

「
異
業
種
交
流
プ
ラ
ザ
」（
会
員
25
人
）

の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

同
会
は
、
日
ご
ろ
商
工
業
者
が
業
界

の
枠
を
超
え
て
情
報
交
換
を
行
う
場
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
の
は
、
昨

年
の
「
父
親
パ
ワ
U
ア
ッ
プ
講
座
」
か

ら
で
し
た
。
会
員
た
ち
に
よ
る
講
座
形

式
で
行
わ
れ
た
こ
の
会
で
、
改
め
て
話

題
と
な
っ
た
の
が
、
家
庭
内
に
お
け
る

父
親
の
存
在
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
お
父
さ
ん
の
姿
が
見

え
て
い
な
い
、
も
っ
と
共
有
で
き
る
も

の
を
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
今
年
は
会

員
以
外
の
親
子
も
招
い
て
、
子
ど
も
た

ち
と
公
園
で
一
緒
に
遊
ぼ
う
と
い
う
企

画
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
2
み
た
か
父
親
メ
ッ
セ「
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
¿
」

会
場
に
は
、
ゲ
U
ム
や
キ
ッ
ク
タ
U

ゲ
ッ
ト
、
メ
ン
コ
や
コ
マ
な
ど
の
な
つ

か
し
い
遊
び
や
、
子
ど
も
た
ち
が
お
父

さ
ん
へ
は
が
き
を
書
く
と
い
う
コ
U
ナ

U
が
設
け
ら
れ
、
全
部
を
回
っ
た
親
子

に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。同

会
の
代
表
の
猶
木
（
な
お
き
）
貴

彦
さ
ん
は
「
子
ど
も
と
遊
ん
で
父
親
も

パ
ワ
U
ア
ッ
プ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。参

加
は
事
前
申
し
込
み
で
す
が
、
当

日
参
加
も
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
。
11
月
23
日

è
午
前
10
時
、
野
川
公
園
い
こ
い
の
広

場
に
集
合
、
正
午
ま
で
。
定
員
は
100
人
。

く
わ
し
く
は
三
鷹
商
工
会
（
米
光
）
ò

49
―
３
１
１
１
へ
。

11月23日è午前10時～正午　野川公園で

学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
日
に
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
活
動
を
行
う
み
な
さ
ん
（
高
山
小
学
校
）


